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日常生活における演技についての探索的研究
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An explorative study concerning acting in daily life 
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We often experience a sense of “acting" within social interactions. However， there have been few 

studies concerning “acting¥Accordingly， the pur予oseof this study is to investigate the nature of acting 

within daily life. Eighty-five undergraduates completed a questionnaire concerning frequencies and 

descriptions of their own experiences of acting. The results indicated that approximately 90 percent of 

the undergraduates regarded acting to be necessary. The descriptions of acting were classified according 

to the KJ method. The results of the third type of quantification method indicate that acting is 
interpreted in terms of three patterns; namely， conspicuous acting to form new relations， inconspicuous 

acting to maintain relations， and acting for self-interest and profit. Acting is argued to involve the two 

motivations of 'acquisition' and 'protection'. 
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問題と呂的

日常生活において，相手に応じて自分を変化させ

たとき，変化させた行動を「演技j と感じること

がある。演技が広く行われているならば，演技に

ついて検討することで 対入場面における偲人の

行動について新たな視点から捉えることが可能だ

と考えられる。こうした演技に関連のある研究と

して， Go百manの「行為と j京技J(1959 石黒訳

1974) における自己呈示の演劇論的アプローチ，そ

してRenner，Enz， Friedel， Merzbacher & Laux (2008) 
の演技的自己呈示がある。

Goffman (1959) は「行為と演技jの中で， 1"3 

己主示をパフォーマンス 自己呈示を行う者をパ

フォーマー，それをイ受け取るものをオーデイエンス

と表現した他，舞台装置，演出といった舞台で用

いられる言語を用いた演劇論的アプローチによっ

て， 日常生活の自己呈示を説明している。しかしこ

うした表現を用いたことについて Go飴nan(1959) 

は， これらは単なるアナロジーに過ぎず，真面白に

受け取りすぎるものではないと述べている。おそら

くこうした注意がされている理由は，あらゆる対人

行動が演技的で，作為的なものであるととらえられ

ることに注意を促したためと考えられる。 Go缶nan

(1959)が「行為と演技」の中で研究の対象とした

ものは非常にl幅広く，例えば「行為と演技」につい

ては，その雷頭でこう述べられている。「私は社会

生活ーとくに一つの建物，あるいは施設のような物

理的境界をもったところで組織されている型の社会

生活ーが研究されるときに用いられる一つの社会学

的視角を詳細に記した一種の便覧として，役に立つ

ようにと願っているんこうした一定の枠の中で生

じるあらゆる対人行動において，個人が作為的に策

を練って対人行動をしていると Go缶nan(1959) は
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述べている訳ではなく，その行動を説明するために

演劇論的アプローチが有効なために，それを月3いた

のである o Go拍nan(1959)の主な興味は対人関係

において， どのような相互行為が人びとの問で行わ

れるかであり，そのとき，パフォーマーがそれを作

為的に行ったのか，演技として行ったのかは，主な

関心事ではない。ここでパフォーマ一個人に呂を向

けると， 自己呈示においては呈示者が自己の呈示に

ついて気付いていることも気付いていないことも

あると指摘されており (Go胎nan，1959; Schlenker， 

2003) ，パフォーマーにとってはある行動を演技と

捉えることも，捉えないこともありうる O しかし，

どういった行動が演技と捉えられやすいのかについ

てt~討a している長斤究はない。

演技を別の側面から取り扱った研究として

Renner et al. (2008)の演技的自己呈示の研究があ

るo Renner et al. (2008) によると演技的自己主示

とは，例えば映画の主人公になりきって他者の前

で披露するときのように，あたかも自分とは違う

何かの役のように振る舞う「あたかも行動 (AsIf 

Behaviors) Jによって，その場の状況を「劇的なシー

ンjに変えてしまうことである。演技的自己呈示は

Iflj=Jらかにパフォーマテイブな特質をもった短期間

のロールプレイJという点で， Goffman (1959 )の

演技の概念とは異なっていると Renneret al. (2008) 

は指摘している。演技的自己呈示とは，誰が見ても

それは演技だとはっきり分かる 31~でロールプレイが

なされている状態を指すため， Go缶nan(1959) に

比べて，限定された意味として定義づけられている

ということである。しかしj寅技としてイメージされ

る行動の中に Goffman(1959)が対象としたような

日常生活の対人行動が含まれるならば，このような

般定された意味のみだとその実態を把握しきれない

可能性があるだろう。

演技と認、識される行動は多く行われていると考え

られるが，実際にどの程度演技がなされているかに

ついて調査した研究はない。そこで本研究では，第

Iに演技の実行の程度について調査し iヨ常生活に

おいて演技が行われる程度を明らかにすること，第

2にどのような対人行動が演技として捉えられてい

るのかについても探索的に検討することを呂的とし

た。

本研究を実施するにあたって演技について「演じ

ることによって自分を変化させ，変化させた自分を

相手にみせること」と定義した。これには演じるこ

とと， 自己の変化，変化を他者に見せることという

3つの要素を含んでいる。演じることによって，自

分の他者への表出を変化させたという認識は演技に

必須であり，日常生活の演技を対象とするためには，

他者が存在する場面を対象とする必要があると考え

たためである。

方法

被欝査者大学生・大学院生 85名(男性 52名，

女性32名，不明 l名;平均年齢20.64歳，SD= 1.53)。

調査時期 2006年 9月から 11月

質問紙の構成 フェイスシートにて， I日常生活

での演技」について f演じることによって自分を変

化させ，変化させた自分を相手にみせることJと説

明し質問への回答を求めた。性別，年齢の記入を

求めた後，演技類度や，演技の必要牲についてくA1

あなたは自分がE常生活において演技をしていると

思いますか)， (A2:あなたは他の人が日常生活に

おいて演技をしていると思いますか)， (A3 :あな

たは日常生活で演技をすることは必要だと思います

か〉の 3項目について“思わない"から“思う"ま

での 4件法でたずねた。また A3に対しては，なぜ

必要(あるいは必要ではない)と思ったかを記述す

るよう求めた。次に具体的な演技の実態について調

査するため，実際に自分， もしくは他人が演技をし

ていた思う様子について，まずくB1:演技をして

いた場面(演技場面))をたずねた。一つの演技に

ついて様々な角度から理解するために，回答しても

らったそれぞれの場面について， (B2:どのような

演技をしていたか(演技行動))， • (B3 :演技によっ

てどのような効果があったか(演技効果))， (B4 

どのような動機，理由で演技をしていたか(演技動

機))を自由記述式でたずねた。

自由記述の分類，検討 本調査で得られた自由記

述の回答は，心理学を専攻する大学院生 3人によっ

てKJY去を用いて分類，検討された。その際， 1つ

の1m答の中に稜数の内容が含まれていた場合，それ

ぞれを分割し別の内容として扱った。また以下の

記述ではいずれのカテゴリにも含まれなかった回答

は省略した。

結果

演技頻度と演技の必要性

A1では"少し思う¥“思う"と答えた者を合わ

せると 61名 (71.8%). A2では 67名 (78.8%)， 

A3では 77名 (90.6%)であった。

A3の理由について言及した 76の自由記述から，

13の小カテゴ1).6の大カテゴ1)を形成した (Table

1)。以降， [ ]は大カテゴリを， r jは中カテゴ
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Table 1 1演技が必要な理由j自由記述分頼結果

大カテゴ1)ー出現率(%)小カテゴリー 具体的項目 反応数

人間関係円滑化 その方が人間関係が円滑に進むため 18 

衝突回避 他人との衝突を避けるため 6 

他者要因 47.37 人間関保保持 素のままで生活すると，人間関係が上手くいかない気がするため 5 

他者への配慮、 相手を傷っけないため 5 

状況を盛り上げるその場を盛り上げたり楽しんだりするため 2 

状況対応 18.42 状況対応 その場の環境に合わせて，自分の印象などを変える必要があるため 14 

自己隠蔽 自分の本質を見られたくないため 5 

自己要因 13.16 
好印象呈示 自分を良く見せるため 3 

自己成長 自分の見方が変わってくるため

自己防衛 自分を傷っけないため

社会適応 11.84 社会適応 その方が物事がうまくいく事が多いため 9 

演技不要 5.26 演技不要 しなくても困らないため 4 

理由無し 3.95 理由無し なんとなく

リを. I Jは小カテゴリを示している。

[他者要臨}は 36(47.37%) の回答が該当した。

他者との関係のために演技が必要という理由だっ

た。{他者要因}は「人間関係円滑化J.I話?突国避J.1人
間関係保持J.I他者への配慮J.I状況を盛り上げるJ
から形成されていたo [状況対応}は 14(18.42%) 

の問答が該当した。その場その場の状況や， 自分の

役割に応じるために演技が必要と考えた反応であっ

た。{自己要因]は 10(13.16%)の自答が該当した。

自分のために演技が必要と考えた反応であった。{自

己要因}は.1自己隠蔽J.I好印象呈示J.I自己成長J.
「自己防衛Jから形成されていた。{社会適応]は 9

(1l.84%)の回答が該当した。社会で生きていくた

めには演技が必要と考えた反花、であった。{演技不

要}は 4(5.26%) の囲答が該当した。演技は必要

ないと考えた反応であった。{理由無し}は3(3.95%)

の回答が該当した。特に理由はないが，演技は必要

だと考えた反応であった。

演技内容の分析

分析においては場面，行動，効果，動機のいずれ

か 1つでも閤答が見られた場合，分析の対象として

扱った。その結果. 195の演技内容に関する回答が

集まった。

演技場面 白分，もしくは他人が演技をしていた

と思われる場面について 78名の回答者から得ら

れた 170の匝答を. 27の小カテゴリ .10の中カテ

ゴ1). 4の大カテゴリに分類した (Table2)。

{他者}は 82(48.24%)の自答が該当した。この

カテゴ1)は演技をした場面として，特定の他者と接

するときを挙げた反応であり. r上下関係1r親密

でない相手J. r異性J. r親密な相手jの4つの中カ

3 

テゴリから形成されていた。『上下関係jは，上下

関係のある相手と按ーするときを挙げた反応であり，

「先生J.1先輩・上司J. 1目上の人J.r後輩jから

形成されていた。 f親密でない相手jは. itl1があま

り良くない相手と接するときを挙げた反応であり，

「初対面J.1嫌い・苦手な相手J. 1疎遠な相手」か

ら形成されていた。 問主性jは 異性と接するとき

を挙げた反応であり，日子きな臭性J. r異 'I~I:全般」

から形成されていた。『親密な相手jは親しい人と

接するときを挙げた反応であり 「親しい人J. 1-~;l[ J 

から Jr~)まされていた。

{状況}は 62(36.47%)の田答が該当した。この

カテゴリは演技をした場面として特定の状況を挙げ

た反応であり.r社会的場面1r衝突危機場面J.r集
団配慮場面』の 3つの中カテゴリから形成されてい

た。 f社会的場面jは，不特定多数の相手と接する

機会のある社会的な場面を挙げた反応であり. 1ア
ルバイトJ，I就職活動J.r発表J.1電話jから形成

されていた。 f衝突危機場面jは相手と何らかの箔

突が起きそうなときを挙げた反応であり， I興味無

しわからないJ，r怒り喚起J，r意見相違J. I他者

侵害危機Jから形成されていた。 f集団配慮場面j

は集団全体のことを考慮しているときを挙げた反応

であり， r賑やかJ1集血行動Jrリーダー」から形

成されていた。

{自己}は 20Cll.76%) の回答が該当した。この

カテゴリは自分の状態をその要因として挙げた反応

であり. rネガテイブ状態1r特定印象呈示jから

形成されていた。 rネガテイブ状態jは演技をする

場面として，自分の状態がネガテイブなときを挙げ

た反応であり. 1落ち込んでいる時J，1反省を求め

られている時Jから形成されていた。f特定印象呈示j
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Table 2 I演技場面j自由記述分類結果

大カテゴリ 中カテゴリ

上下関係

他者 親密でない相手

異性

親密な相手

社会的場面

状況
衝突危機場面

柴田配慮場面

ネガティプ状態

自己

特定印象呈示

全般的 全般的

は演技をする場面として，相手に対して特定の印象

を与えたいと思ったときを挙げた反応であり. p虚・
仮病J. 1好意的印象jから形成されていた。

{全放的}はj寅技を全般的にしているという反応

であった。

演技行動 自分，もしくは他人がどのような演技

をしていたかについて. 79名より得た 175の自由

記述回答から 30の小カテゴ1). 9つの中カテゴ1)• 

5つの大カテゴリに分類した (Table3)。

[向調]は 70(40.00%) の回答が該当した。この

カテゴリは棺手を刺激しないよう相手に合わせるよ

うな演技をしたという反応であり. r好意的反応1
n~'1腎操作i から形成されていた。 f好意的反応j は

棺手に対して好意的な反応、を返すという演技であ

り. 1笑顔j. 1意見向調j. 1興味あるふり j. 1開い

ているふりJ.1反省しているふりJ.r笑い反応J.r楽
しそうなふり j. 1分かっているふり Jから形成され

ていたo r感矯操作jは， 自分の感情をそのまま表

出現率(%) 4、カテゴ1) 反応数

先生 10 

先輩・上司 8 
17.7 

自上の人 8 

後輩 4 

初対面 10 

14.1 嫌い・苦手な相手 9 

疎遠な相手 5 

12.4 
好きな異性 12 

異性全般 9 

4.1 
親しい人 5 

アルノてイト 14 

就職活動 7 
15.9 

発表 4 

2 

興味なし・わからない 11 

怒り喚起 4 
13.5 

意見相違 4 

者侵害危機 4 

賑やか 5 

7.1 集由行動 5 

リーダー 2 

落ち込み 7 
7.7 

反省 6 

l虚・仮病 5 
4.1 

好意的印象 2 

3.5 全般的 6 

出せずに，ごまかして反応するという演技であり，

「気にしないふり j. 1さりげないふり j. 1感情抑制J
から形成されていた。

[ポジティブ印象}は 65(37.14%) の屈答が該

当した。このカテゴリは相手にポジテイブな印象を

与えるような演技をしたという反応であり. rポジ

テイプ印象1rポジテイプ印象関連行動Jから形成

されていた。?ポジテイブ印象jは，相手にポジテイ

ブな印象を与えるような演技をしたという反応であ

り. 1好印象J. r丁寧・礼儀正しいJ. 1いい人J. r明
るい・気さくJ. rかわいいj.1まじめj，If憂しい・

おだやかJ.fすごしづから形成されていた。rポジティ

ブ印象関連行動iはポジテイブな印象を形成するの

に寄与するような演技をしたという反応であり .1す
ごさを示す行動J.I規範遵守」から形成されていた。

{ネガテイブ印象}は 15(8.57%) の回答が該当

した。このカテゴ1)は他者にネガテイブに受け止め

られる可能性のある演技をしたという反応であり，
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f演技行動j自由記述分類結果

ブミカテゴリ 数一応
一
ロ

9

8

6

6

5

5

4

一6
6

3
一日

8

8

7

7

6

5

3

一8
3
一7
4

2

一2
一山一

3

3
一5
5

反一

Table 3 

中カテゴリ

31.4 好意的反応

向調

8.6 感i育操作

30.9 ポジティブ印象

ポジティプ印象

6.3 ポジテイブ印象関連行動

7.4 ~~く見せる
ネガテイブ印象

厳格

2.9 ニュートラル印象
ニュートラル印象

5.7 演技の仕方演技の仕方

ていた。

[ i演技の仕方}は具体的な演技の方略について述

べた反応であり， r大げさな演技J. r口調・ジェス

チャ -jから形成された。

演技効果 自分，もしくは他人が演技によってど

のような効果があったと思うかについて得た 166の

自由記述回答をから 29の小カテゴリ， 7つの中カ

テゴリ， 4つの大カテゴリに分類した (Table4)。

{関係維持]は 69(41.57%) のi回答が該当した。

このカテゴリは他者との関係を維持， もしくは悪化

させないで済んだという効果であり， r他者損害回

避1r集団への効果jから形成されていたo r他者

損害回避jは，他者とぶつかったり， どちらかが傷

つくことを回避できたといっ効果であり， r衝突屈

避j，r他者への配慮J. r他者の配慮への遠慮、j，rイ也

r~~ く見せる1 r厳格jから形成されていた。 f弱く

見せるjは他者に自分が弱く受け止められるような

演技をしたという反応であり， r'l壬我・病気のふりJ.

「知らないふり j，rだめなふり jから形成されていたo

f厳格』は，他者に脅威的に受け止められるような

厳しい演技をしたという反応であった。

[ニュートラル印象]は 15(8.57%) の回答が該

当した。このカテゴリはポジテイブとも，ネガテイ

ブともいえない，何らかの印象を得るような演技を

したという反応であり， r役割1rニュートラル印

象jから形成されていた。『役割Jは，その場の役

割に合った演技をしたという反応であったorニュー

トラル印象Jはポジテイブともネガテイブとも言え

ない特定の印象を得るような演技をしたという反応

であり， r無難J.r酔っているふり」から形成され
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から形成されていた。

[手IJ主主}は 30(18.07%)の自答が該当した。この

カテゴリは何らかの利益を得ることができたという

効果であり. r藍接的利益J. r良い扱いjから形成

されていた。 r直接的利益』は演技をすることによっ

て直接何らかの利益を得ることができたという効果

であった。「話を打ち切るJ.同意蔽J.r就職へのキIJ

益J. r体面雄持J.r学業面への利益J.r休むJから

形成されていた。『良い扱いjは演技をすることに

よって他者から良い扱いをされたという効果であっ

た。このカテゴリは「他者からの厚遇J. r他者から

の配慮」から形成された。

[逆効果iは演技をすることが逆効果であったと

いう反応であった。

演技動機 自分，もしくは他人がどのような動機

筑波大学心理学研究

者を良い気分にするJ.r嫌われないJ.r嫌悪感隠蔽J
から形成されていた。 r集団への効果jは集団に効

果を与えたり，集団でうまくやっていけたりできた

という効果であり.r雰囲気の維持J.r集団調和J.r盛
り上がるJ.r集団がまとまるJ.r円滑jから形成さ

れていた。

[関係獲得}は 61(36.75%) の回答が該当した。

このカテゴ1)は良い印象を与えたり，親密になれた

りしたという効果であり. rポジティブ印象1r親
密化jから形成されていた。 fポジティブ印象』は

相手にポジテイプな印象を与えたという効果であ

り. r好印象J.rいい人J.r明るい・面白い人J.rま
じめ・しっかりJ.r賢いJ.r魅力的Jから形成され

ていた。『親密化jは相手と仲良くなったという効

果であり.r好かれるJ.r親密性上昇J.r打ち解ける」
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数一応
一
日
目

5

5

5

4
一8

6

4

3

3
一
H

6

6

4

4

3
一
日
叩

3
一
5

5

4

4

3

3
一3

3
一6

反ィ、カテゴリ

衝突回避

他者への配慮

他者の配慮への遠鹿

他者を良い気分にする

嫌われない

嫌悪感隠蔽

雰盟気の維持

集団調和

盛り上がる

集団がまとまる

円滑

好印象

いい人

明るい・面白い人

まじめ・しっかり

賢い

魅力的

好かれる

親密性上昇

打ち解ける

話を打ち切る

隠蔽

就職への利益

体面維持

学業面への利益

休む

他者からの厚遇

他者からの配庫

逆効果

「演技効果」自由記述分類結果Table 4 

出現率

27.1 

14.5 

中カテゴリ

他者損害回避

集団への効果

大カテゴリ

関係維持

22.3 ポジテイプ印象

関係獲得

14.5 

14.5 

親密化

直接的利益

3.6 良い扱い

利益

3.6 逆効果逆効果



jレjから形成されていた。 f他者損害回避jは他者

とぶつかったり. どちらかが髄つくことを回避した

いという反応であった。このカテゴリは「他者への

「関係悪化毘避J.1他者の配恵への遠路tJ.1開
題囲避jから形成されていた。

{利益}は 52(27.23%)の回答が該当した。この

カテゴリは何らかの利益を得るために演技をしたと

いう反応であり嫌なこと回避. r藍接的利益1.

1良い扱いjから形成されていた。 f競官なこと回避j

は嫌な思いをしたくないため演技をしたという反応

であり. 1謙なこと自避J. 1語倒J.1自己防衛J，1時
間の節約jから形成されていた。 5直接的利益jは
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「演技動機j自由記述分類結果

大カテゴリー
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反出現率(%) 小カテゴリー

円滑

集出所持

雰臨気の維持

和ませる

しくする

・役割

常識的な気遣い

社会のルール

他者への配慮

関係悪化回避

他者の配厳への遠i議

問題回避

嫌なこと回避

面倒

自己防衛

時間の節約

就職への利益

学業面での利益

経済的な利益

他者からの厚遇

他者からの配慮

良く見せたい

悪く見られたくない

いい人に見せたい

ネガティブさを隠蔽

高い評価が欲しい

好かれたい

友達が欲しい

好意があるから

恋人が欲しい

わからない

効果的に伝える

好きでやっている

18.3 

中カテゴリー

Table 5 

集部

で演技を行ったと思うかについて得た 191の自由記

述回答から， 33の小カテゴリ .11の中カテゴ 1). 

6の大カテゴ 1)に分類した (Table5) 0 [関係維持}

は 79(41.36%)の回答が該当した。これは相手と

の関係を維持したい，悪化させたくないといった反

応であり集団上?規 範J. 他者損害回避jから

形成されていた。?集団jは，人間関係全般や，そ

の場のために演技をしたという反応であり .1円清J.

f集註i所属J.1雰囲気の維持J. 1和ませるよ「楽し

くするjから形成されていた。 f規範jは常識や役

割，ルールなどのために演技をしたという反応であ

り， 1仕事・役割J，1常識的な気遣いJ.1社会のルー

11.5 

11.5 

規範

他者損害回避

関係維持

14.1 

14.1 

7.9 

5.2 

嫌なこと沼避

直接的な利益

良い扱い

印象呈示

利益

関係獲得

10.5 親密化

わからない

効果的に伝える

女子きでやっているる

る
一
い

一
え
一
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一
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演技をすることによって，直接何らかの利益を得る

ことができるから演技をしたという反応であり.I就
職への利益J. r学業部で、の利益J. I経済的な利益」

から形成されていた。 f良い扱いjは他者から良い

扱いをされたいから演技をしたという反応であり，

「他者からの厚遇よ「他者からの配慮Jから形成さ

れていた。

[ I期係獲得}は 47(24.61 %)の回答が該当した。

このカテゴリは他者と仲良くなったり，良い印象を

示したいから演技をしたという反応であり. rF-11象
呈示1r親密化』から形成されていたo r印象呈示J
は良いイメージを相手に示したり，悪いイメージを

相手から受けることを避けたいという反応であり，

U主く見せたいJ. r怒く見られたくないJ.rいい人

に見せたいJ. rネガテイプな自分を見せたくないJ.
「高い評価が欲しいjから形成されていた。

HJi密化jは相手と仲良くなりたいからj寅技をし

たという反応であり. r好かれたいJ. r友達が欲し

¥; ¥ J. r好意があるからJ.r恋人が欲しい」から形成

されていた O

{わからなし¥]は演技をした理由が分からないと

いう反応であった。{効果的に伝える}は他者にメッ

セージを効果的に伝えるために演技をしたという反

応であった。{好きでやっている]は演技をするこ

とが楽しいからやっているという反応であった。

場面，行動，効果，動機関の関連

演技場面，演技行動，演技効果，演技動機関の関

連を検討するために 数量化E類による分析を行っ

た。 演技場面，演技行動，演技効果，演技動機のそ

れぞれにおいて，回答率が 5%に満たなかった 6つ

の大カテゴリを除き，その他の大カテゴリに該当す

る記述を行った場合には l 記述がなかった場合に

はOとして数組に変換した。またいず、れの大カテゴ

リにも当てはまる記述がなかった. 4つの演技内容

は分析から除外した。

結果について解釈可能性から 2次元までを採用し

た (Table6)。固有値は第 l次元は 0.60. 第2次元

は0.54であった。またカテゴリスコア(重み)を

図にプロットしたものを Fig.1に示した。第 1軸は

効果，動機双方の{関係維持1. [関係獲得}など他

者について言及した項自が相対的に正の値を示し，

{ネガテイプ印象1. [利益1. [自己}などの自己に

関する言及が相対的に負の値を示しており，演技が

自己に関連しているか，他者に関連しているかを表

している軸と考えられる。第 2軸は[関係獲得1.[ポ

ジティブ印象]など積極的に他者に自己をアピール

するような項目が相対的に正の値を示し. [ニュー

トラル印象1. [関係維持}など自己をアピールする

より，周囲と合わせようとする項自が相対的に負の

値を示しており，演技によって自己を目立たせよう

としているのか，周囲に溶け込ませ， 自立たせない

ようにしているのかを表している軸と考えられる。

また特定の他者に対して関係を得ょうとして自分を

ポジティブに見せようとする演技，状況に応じて，

関係を維持するために，相手に同調したり，ニュー

トラルで無難な印象を与えようとしたりする演技，

自己や，利益のことを考えて行われる演技の 3パ

ターンの存在が示唆された。

Table 6 各カテゴリの数量化得点

他者

場商 状況

自己

向調

ポジティブ印象

行動 ネガティブ印象

ニュートラル印象

演技の仕方

効果 関係獲得

利益

動機 利益

関係獲得

人数

81 

62 

20 

67 

65 

15 

15 

10 

69 

58 

30 

73 

50 

45 

回答率(%) 第 l軸 第 2軸

42.4 0.37 0.94 

32.5 0.29 -1.08 

10.5 -2.06 -0.38 

35.1 0.34 -0.92 

34.0 0.16 1.15 

7.9 -3.93 -0.46 

7.9 0.76 -1.18 

5.2 0.54 1.04 

36.1 0.56 -1.10 

30.4 0.47 1.26 

15.7 -2.26 0.05 

38.2 0.64 -0.95 

26.2 -1.26 0.13 

23.6 0.45 1.43 
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考察

演技の頻度，必要な理由 漬技の頻度，必要性に

ついてたずねた結果 自分が演技を行っていると考

える者は 71.8%. 他者が演技を行っていると考える

者は 78.8%といずれも 7割を越えていた。さらに演

技が必要だと考えるものは 90.6%であり，大学生の

多くが演技が必要だと考え，実際に行っていること

が明らかとなった。佐久間 (2002) は大学生女子の

約 90%が関係!こ応じて自分が変化すると考えてい

ることを報告しているが 本研究でも必要と捉えら

れている程震では同じ程度であったが.実際行って

いると考える者の割合はやや低下している。この差

は変化はしていても演じてはいないと考える者が存

在する可能性を示しており，ただ，変化させるのと，

演じて変化させるのとでは異なると考えられる O

必要な理由についての自由記述では.[他者要因1.

中でも f人間関係円滑化jが多く言及されていた。

他の 4カテゴ1) (1衝突屈避J.I他者への配慮J.I人
間関係保持J. I状況を盛り上げるJ) も含め，他者

との円滑な人間関係の維持のために演技が必要と意

識されやすいことが明らかとなった。

演技内容について Go飴nan(1959) は自己呈示

において，自己を呈示し，他者に何らかの影響を

与えようとする側をパフォーマー，それを受け取

る側をオーデイヱンスとして概念化し説明したo

K]1:去による分類によって明らかとなった演技行動

のうち. [ポジテイブ印象}はパフォーマーとして

状況を呈示しようとするj寅技と考えられるが. [向

調}はオーデイエンスも使う演技と考えられる O

Go百man(1959) 以降の自己呈示研究においても，

ーも -3 
bネガティブ‘印象

自己呈示はどう呈示するかが研究対象であるため，

特に印象を呈示しようとしない対人行動については

あまワ検討されていない。今後.演技について研究

を行う際には， 自己呈示と重複する行動を重視する

のみではなく，こうした自己の呈示をあまり意識し

ていない行動についても検討する必要があるだろ

つ。

各演技開の関連の調査では.「特定の他者に対

し，自己を目立たせようとする演技J. I状況に応じ

て， 自己を溶け込ませ， 目立たせないようにする演

技J. I自己やキIJ益を意識した比較的自己本位的な槙

技Jの 3パターンの演技に解釈された。Arkin(1981) 

は自己呈示の目的を獲得的 (acquisitive).防衛的

(protective) にわけ，前者を他者からの承認.賞賛

を受けようとする自己呈示行動，後者を他者からの

否認、，非難を避けようとする自己呈示行動としてと

らえている。また Baumeistar・Tice& Hutton (1989) 

は自己の能力を積極的に売り込み，相手に印象付け

ようとする自己主示を自己高揚的自己呈示，謙E誌に

振舞いキI~I手に過大な期待をもたれないようにする自

己呈示を自己i坊衛的自己呈示と呼んでいる O これら

自己呈示の背景として考えられる 2種類の動機につ

いての考え方は，本研究の結果にも当てはまる。つ

まり自己を自立たせようとする演技は背対に獲得的

な動機があり，ポジティブ印象を与えようとする演

技が含まれる O 一方で自己を溶け込ませようとする

演技は，背景にi坊術的な動機があり，ニュートラル

な印象を与えようとする演技が含まれると考えられ

る。そのため今後の研究では，こうした背景に考え

られる動機と，演技の関係について検討する必要が

あるだろう。

第2軸

* a:演技場面 b:演技行動 c:演技効果 d演技動機

Fig. 1 各演技間の関連
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まとめ 本研究は日常生活の演技がどの程度行わ

れているのかを明らかにし問時にその内容につい

て探索的に検討することを目的とした。本研究によ

か演技は日常生活で多くの者に行われていること

が明らかとなった。また大きく 3つのパターンの演

技に解釈されることが示された。

本研究の限界のーっとして，対象が大学生であっ

たことが挙げられる。演技者をとりまく他者や，状

況が異なれば，その演技内容も異なることが当然で

あか対象の違いによる演技内容の違いもあるだろ

うO 高校生や社会人などを対象とした場合でも本研

究で示されたような 3パターンの演技の解釈が可能

かについては更なる調査が必要となるだろう。

今後の演技研究においては，こうした日常生活で

行われる演技が，演技者や，演技の受けー取り手に与

える影響について調査する必要があるだろう。自己

呈示研究においては， 1作戦を使って，人をだしぬく」

といったイメージが喚起されてきたと Schlenker

(2003) は指摘しているが 同様のイメージは演技

にもi喚起されやすいと思われる。そのため演技が偲

人にとってどのように捉えられているのか，それが

演技の実行にどのような影響を与えているのかにつ

いて検討する事が今後必要となるだろう。
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